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令和５年８⽉２８⽇から９⽉１⽇の５⽇間、原⼦⼒規制庁体験プログラムに参加させて

いただきました。私が配属されたのは、放射線・廃棄物研究部⾨という部⾨で、私はその
中でも放射線防護班という、放射線審議会を運営する放射線防護企画課の取り扱う法令や
政策などの基盤を研究・調査する部⾨に配属していただけました。 
 本インターンシップでは、主に委員会傍聴・グループワーク・配属先実習・インターン
シップ⽣同⼠の懇談会というプログラムを体験させていただきました。 
 委員会傍聴では、実際に法令の変更案を承認・確認する場⾯を傍聴することができまし
た。私が傍聴した委員会では、「ALPS 処理⽔の放流について」や「原⼦⼒発電所の稼働年
数を４０年から６０年に変更することについて」など今⽇の⽇本のメディアでも取り扱わ
れている内容が多く、社会における放射線の認識や重要性について深く学ぶことができた
とともに貴重な委員会傍聴という体験ができたと思います。 
 グループワークやインターンシップ⽣同⼠の懇談会を通して、全国様々な学部⽣の⽅や
修⼠の⽅とコミュニケーションをとることができました。北海道⼤学や東北⼤学など九州
ではなかなかお話しする機会のない⽅の話を聞くことで、私⾃⾝の将来の視野を広げるこ
とができました。また、グループワークでは、話し合いの進め⽅だけでなく、実際に学会
に参加している修⼠の⽅々にパワーポイントの正しい作り⽅などを教えていただくことな
どもできました。様々な地域の⽅々や様々な経験をしている⽅々とコミュニケーションを
とることで、良い経験になりました。 
 配属先実習では、上記したように放射線・廃棄物研究部⾨の放射線防護班に配属してい
ただき、放射線の防護に関して深く学ばせていただきました。私が本実習で主に内部被ば
くによる預託実効線量と預託実効線量係数、濃度限度について取り扱い、多くの預託実効
線量係数に関与する要素について学び、それが複雑に絡み合って１つの値を算出し、さら
に、それを⽤いて濃度限度を算出していくという過程を学びました。特に、化学形、粒
径、核種による体内動態の違いによる預託実効線量係数について ICRP OIR Data Viewer
というソフトウェアを⽤いて考察をし、理解を深めることができました。 
 原⼦⼒規制庁体験プログラムの全体を通しての所感は、放射線防護についての理解を深
めることができたとともに、普段体験することの難しい貴重な経験ができました。また、
原⼦⼒規制庁というのは、総合職、⾏政職、研究職が混在し、密接に関わっている組織で
５⽇間を過ごし、視野に⼊れている研究職の体験だけでなく、⾏政職についての業務内容
ややりがいというのを肌で感じることができました。今回のインターンシップで学んだこ
と、感じたことを活かし、今後の進路を考えていくとともに、後輩や同期に伝えていくべ



きだと感じました。 
 最後にはなりましたが、本インターンシップに参加するためにご尽⼒いただいた藤淵教
授、荒川先⽣、加えて、実施期間中に⼤変お世話になりました⼈事課の皆様、⾼橋班⻑、
中嶌さんをはじめとする放射線・廃棄物研究部⾨の皆様に⼼より感謝いたしております。 


